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アンケート内容

①2020年度の単Pの定期総会(対面・書面・Web含む)の開催時期(予定)
②2020年度の単Pの定期総会における決議方法(予定)
③直近での単Pの本部役員定例会の開催(予定)
④2020年度の単PのPTA会費の徴収金額(予定)
⑤単Pの新本部役員への引き継ぎ状況
⑥単Pの各委員会の委員選出状況
⑦2020年度の単Pの活動の方向性(予定)
⑧学校の臨時休業に伴い、PTA活動が抑制・停止されたことを契機に得たこと・変化し
たことを教えてください。

※調査対象期間：2020/4/9(木)～2020/4/11(土)
※回答数：44校(小P連加盟校40校＋小P連未加盟校4校)
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①2020年度の単Pの定期総会(対面・書面・WEB含む)の開催時期(予定)

(1)臨時休業が終了してから開催する予定の学校が45%(20校)
(2)時期未定としている学校が48%(21校)
(3)上記2点より、本部としての機能が停止・縮小していて、2020年度の活動方針自体を検討して
いる状況であるといえる。
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②2020年度の単Pの定期総会における決議方法(予定)

(1)書面総会・Web総会を採用しているor採用し始めた学校が75%(34校)
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③直近での単Pの本部役員定例会の開催(予定)

(1)臨時休業が終了してから開催する予定の学校が46%(20校)
(2)時期未定としている学校が43%(19校)
(3)Web会議・オンライン会議を実施している学校も3校ある。
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④2020年度の単PのPTA会費の徴収金額(予定)

(1)全額徴収する予定の学校が32%(14校) ⇒全額徴収する理由付けができるとGood(小P連意見)
(2)減額徴収する予定の学校が11%(5校)
(3)徴収しない予定の学校が5%(2校) ⇒2021年度の会費徴収までの支出を要考慮(小P連意見)
(4)52%の学校が検討中であり、今後の活動内容の規模によってPTA会費の減額・停止も視野に入れて検討し
ているといえる。
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⑤単Pの新本部役員への引き継ぎ状況

(1)臨時休業が終了してから開催する予定(未定も含む)の学校が59%(26校)
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⑥単Pの各委員会の委員選出状況

(1)臨時休業が終了してから開催する予定の学校(未定も含む)が61%(27校)
(2)委員選出しないとしている学校が9%(4校)
⇒委員会活動を完全ボランティア化することを実現する契機(小P連意見)
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⑦2020年度の単Pの活動の方向性(予定)

(1)臨時休業が終了してから検討する予定の学校が84%(37校)
(2)活動を休止する予定(規模縮小を含む)の学校が7%(3校)
⇒本部の活動や委員会活動・地域との関連行事の見直しやスリム化を実現する契機(小P連意見)
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⑧学校の臨時休業に伴い、PTA活動が抑制・停止されたことを契機に得たこと・
変化したこと(1)

・PTA定期総会をWEB総会とWEB決議も検討中。委員の活動内容を再検討。

・こういった緊急事態時の対応について準備不足だったと反省し この機会に今後のために色々と考え
ることができています。

・総会を書面総会に変更した。

・定期総会のあり方を考える良い機会になった。近隣校の様子を聞く機会が増えた。

・ PTA総会を委任状採決にした。

・前例にとらわれず現況に合わせて、できることを無理なくやればいい。委員会が無くてもPTA活動に
大きな支障がないなら来期から必要ないし、都度募集にすればよい。

・次回総会で書面総会の承認予定だったが、一斉メールのアンケートを活用し、今回より書面総会に
移行する予定。WEBの活用も必要ではないかと検討中。
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⑧学校の臨時休業に伴い、PTA活動が抑制・停止されたことを契機に得たこと・
変化したこと(2)

・PTA総会を書面にした。来年度は議案書をWeb上にあげ、ペーパーレス化、本部役員の負担軽
減を計画中。

・全ては学校再開後、また再開時期もその後の判断において重要になってくるので、今はとにかく感染
症予防がなによりも大切だと本部で共通認識しました。強いて言えば本部役員の(新旧)全員が、学
校再開したらそこから頑張ろう！と同じ気持ちで結束出来ていることが得たもの。

・PTA総会は中止で、承認などは本部のみで行う。

・新学校になったことを機に改革中。書面総会開催を実現出来そうで、変化出来た。

・家庭間で連携して子どもの保育をした(おやじの会主催)／ビデオ会議のテスト開催

・臨時休業前に限られた人数で総会資料を短時間で作成、印刷させることができた！集まらずにグ
ループラインで相談ができた。ただし、これまでの人間関係があってこそ、簡素化ができたのだと思う。効
率的なやり方を今後の活動に活かしていけそうです。
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⑧学校の臨時休業に伴い、PTA活動が抑制・停止されたことを契機に得たこと・
変化したこと(3)

・1学期のPTA活動を中止としました。PTA行事を中止としました。

・とにかく多方面からの問い合わせ対応が大変。

・残念ながら、本部としては活動停止になりました。そこで、会長ができることを独断で企画作成しまし
た。卒業式に特別な記念になる寄書き集を作成しました。入学式には、小学校でPTAやおやじ会主
催の楽しいイベントの紹介集とコメントを配布しました。できる範囲で、楽しくなる企画をしました。今後
も、各家庭で正しい情報共有できるように、マチコミを通じて行政が発信している情報を共有していく
つもりです。PTA活動は、学校再開してからできることを考えます。

・緊急時対応について学校とPTAとの連携方法を学べた。

・PTAが本来果たすことが望まれる活動に見直す機会になると捉えています。所謂、活動のための活
動の見直しが進み、誰もが参加しやすい、負担の少ないPTA活動への改善を加速することができると
捉えています。
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⑧学校の臨時休業に伴い、PTA活動が抑制・停止されたことを契機に得たこと・
変化したこと(4)

・リアルな通常活動以外に、ウェブ上で保護者が繋がったり、有益な情報を共有出来るような取り組
みを考えるようになった。リアルな活動に参加出来ない、しない人への活動参加のきっかけとして、ま
た、不登校や養育など困っている家庭の一助になるような取り組みを考える良いきっかけになっていると
思います。

・本部役員の会議をオンラインで出来たこと。

・もともとPTAからのお知らせ等は紙による情報発信が主だったのですが、学校で配布して子どもが持
ち帰る方法でしたので、機能しなくなってしまいました。Webサービス(LINEなど)による発信に切り替え
ることを検討しています。
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今般の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、私生活のリズムの変化に対応することにご苦慮されてい
ると思います。
それに併せて、2020年度のPTA運営の検討についてもご尽力されている皆さまに対して敬意を表します。
2020年度は単Pの本部活動や委員会活動については縮小した運営とする可能性が高い為、これを機に、
断捨離してミニマムな組織運営に変革させるチャンスであると前向きに捉えていただき、新しい取り組み・シ
ンプルな運営を目指していただければ幸いです。

(変革対象の例)
本部活動内容の見直し・縮小
委員会活動の見直し・縮小・完全ボランティア制への移行
地域関連行事の再検討
会議の開催方法・開催時間
個人情報保護規程の整備
会則の整備
完全な任意加入制度への移行(入退会届の整備・退会家庭の運用整備など)

以上、よろしくお願いいたします。
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